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副校長 

４月１日付けの人事異動で、伊万里特別支援学校より本校に副校長として赴任してま

いりました、西岡徳利（にしおか のりとし）です。 

私自身、平成29年３月まで、本校で教諭として勤務していたため、中高の生徒や保

護者の方の中には顔見知りもおり、懐かしく感じるとともに、子供たちの成長に大変驚

かされました。身体の成長はもとより、コミュニケーション力の広がり、学習している内容の高度化な

ど、５年の月日を経た目で見ると、ものすごい成長を実感しました。毎日見ているとわかりにくいことで

すが、学校や家庭での生活の中で、子供たちは、まちがいなく確実に成長しています。 

これからも、しばらく様々な制限の中での生活が続きそうですが、子供もたちが、元気いっぱい笑顔で

学校生活を送れるよう、微力ながら力になりたいと思います。よろしくお願いします。 

 

本校舎教頭 

 皆様、はじめまして。この４月に教頭としてまいりました柿原章男(かきはら あきお)

と申します。今回の異動で、鳥栖工業高等学校から金立特別支援学校に赴任をしまし

た。創立から５５年目迎え、佐賀県の肢体不自由の特別支援教育の中心的役割を担う学

校で勤務できることを、大変誇りに感じるとともに、責任の重さも感じています。どう

ぞ、よろしくお願いします。 

 新年度がスタートし、１か月が経過しましたが、各クラスからは、笑い声や楽しそうな声が聴こえてき

ます。小学部の児童から、学校探検で職員室に来た時に、自己紹介を兼ねて写真入りの名刺をいただきま

した。また、中学部では、各教科の授業で、元気に答えている生徒の姿を見ることができました。 

 依然として、新型コロナウィルス感染症蔓延の状況から、これまでとは違う学校生活を送らなければな

らない状況が続いていますが、「本校で学んで良かった」と実感していただけるよう、学校として、未来を

担う子どもたちの成長のために教職員一同、力を尽くしてまいります。 

 

分校舎教頭 

 今年度、中原特別支援学校より分校舎教頭として赴任いたしました善由美子（ぜん  

ゆみこ）と申します。私も一昨年度は金立特別支援学校本校舎教頭として勤務しており

ました。１年ぶりの子供たちの様子にとても懐かしく、またたくさんのことができてい

る姿に頼もしさを感じております。今年度は分校舎での勤務となりますので、本校舎の

子供たちとは接する機会はないのですが、分校舎の子供たちとたくさんのふれあいをしながら、きらきら

した子供たちの瞳に力をもらっているこの一ヶ月です。私の頑張る力につながっています。 

コロナ禍の中、たくさんの制限がある日々の教育となっています。その中でも少しずつ、知恵と工夫で

できることが増えていることは確かです。この先も「できない」ではなく「こうしたらできるね」を見つ

けて、楽しく充実した学校生活となるようにしていけたらと思っております。どうぞよろしくお願いいた

します。 



 

 

校内の児童生徒はもちろんのこと、地域の幼稚園や保育園、小中学校、高等学校等に通う、

障がいのある幼児や児童生徒の学校生活をサポートしています。 

 

 

 

 

 

 

 

お気軽にお電話ください。０９５２－９８－１１３５  特別支援教育コーディネーター 中野 早川 

『支援機器室』について！ 

支援機器室では 

１ 校内に支援機器と整備スペースを設け、児童生徒や保護者への支援機器に

関する学びと体験の場を提供します。 

２ 小中高等学校等の児童生徒へのセンター的機能の充実と支援機器に関す 

る教職員の研修をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 具体的には・・・ 

① 機器修理に伴う代替品の一時的な貸し出し 

② 外傷退院後の一時的な車いすの貸し出し 

③ 車いす購入に向けての機能把握のためのシミュレーション 

④ 車いすの機能に関して松尾清美先生を講師とした自立活動公 

開研修 

⑤ 入浴・ベッド・トイレへの移乗動作シミュレーション 

⑥ 姿勢保持の調整やクッションの貸し出し     など 

 

 

 

 

 

 

 

リフトでベッド移乗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床走行式リフト お問い合わせは特別支援教育コーディネーター（中野）まで 

 

 

＜電話相談・来校相談・巡回相談（障がいのある子どもの学校生活支援事業）＞ 

・学校見学の依頼や、就学に関すること、指導に関すること、進路に関すること等の様々な相談に応じ 

ます。 

・教材・教具や補助具、支援具に関する相談や貸し出しも行っています。 

・学校や園からのご相談内容に応じて、実際にお伺いし、先生方や保護者からの相談にお答えします。 

・自立活動や発達障害等、校内研修会を企画される場合などの講師依頼にも応じます。 

 

 

信じよう、支え合う力  

育てよう、認め合う心  

令和 4年度 就学相談・支援の流れ（小･中学部） 
佐賀県における「令和 5年度の就学」に向けた 
流れは、主に下記のようになっています。 

市町教育委員会 

5～10月 就学相談会の実施 

★各市町で、個別に相談に応じます。 

必要に応じて、特別支援学校の見学や 

転入学相談会への参加が勧められます。 

～11月 教育支援委員会の開催 

★就学先について検討がなされます。 

 ～12月 就学特別相談会の実施 

★就学先が判断されます。 

 

 

 

佐賀県教育委員会 
★佐賀県教育委員会は、県立 
特別支援学校と各市町教育 
委員会との連絡調整をして 
います。 
 
 
 
～1月 入･転学期日及び 
    学校指定の通知 

特別支援学校(本校) 

7月 学校見学会の実施 
★本校の教育内容を紹介するととも

に、児童生徒の学習・学校生活の

様子を見学していただきます。 

10月 転入学相談会の実施 

★個別に相談に応じます。 

2月 新転入学説明会の実施 

★本校への就学が決まったお子さん

並びに保護者の方々を対象に説明

会を行います。 

 

本校は、肢体不自由の特別支援学校です。転入学相談会では、お子さんの身体の状況を中心に、家庭生活や園･学校
での学習の様子などをうかがいながら、本校における教育内容や転入学に関した相談に応じています。 


